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生老病死の行動科学2017年第21巻 pp.33・43 展望論文
Review Article 

認知症高齢者のケアに対する感情研究の応用可能性

The pot価値alapplies泊onofe皿otionalresearch旬 informcare of elderly ad凶.tswith 

dementia 

（大阪大学大学院人間科学研究科博士前期課程）辻祐美1

(Osaka University，伽伽teSchool of Human Sciences) Y幽 T叫i

Abstract 

Many physiological and psychological effects have b回nreported泊responseto experi佃 C泊g

posi姐veemotions. Drawing企omtheories of emotional psychology，血isarticle examined the 

possibility of developing a progiョmfor older ad叫tswi也dementiato activate positive回 iotions

wi也ap紅白叫紅色cuson laughter. When people smile, it stimulates a facial expressive muscle 

伽 t，也知m，回国esa positive emotion. In addition, S凶l姐gis an emotior叫 conta匝onwhereby 

people are influenced without noticing. Moreover, those wi白 Al出eimer'sdementia紅emore 

l並elyto be influenced by the emotions of surrounding people more so白血 healthypeople. 

According加theemotional network model, when it comes to posi姐vefeelings，批becomeseasier 

to access posi姐vememories. Fur也ermore,experienc泊gposi世vefeelings may be beneficial泊

白紙社iereis a possib出tyfor people to broaden int町 sth血eirsurroundings. Positive emotion 
has undoing e民 ct,whereby it changes the negative emoti岨sinto normal emoti1佃 S伽 older

ad叫tswi也dementia.Based on basic emotional血eory血epossib出.tyof developing an emotion 

配tivationprogram for elderly ad叫tswithdem佃 tiais su邸ested.

Key words: positive emotion, laughter，佃1otionalcontagion, emotion expression, 

emotion activation progrョm

はじめに

認知症高齢者は，認知機能の低下によって身体活

動や心理・担会的活動が減少し，その結果3孤独な

状態に陥りやすいことが示されている（七回・深

谷・根岸， 2側） 。例えば，自発的に楽しみを見つ

けることや他者との関係を保つことの困難や無気

力（七回他2000），周囲への無関心（永友・大賀・

吉田・1Nll・森 1998），表情表出の困難（宇良・

矢冨，1997）などの現象がみられる。

しかし，外界からの刺激に対する感受性について

は阻害されていないことも多いと考えられている

ic佃河期叫回問問問叫唱曲is刷出血αtldbe盟国ω；
Yumi Tsuji, G筒duateSchool of Human Scienc民 O銅ka
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（永友他， 1998）。つまり，認知症高齢者には，様々

な機能の低下が見られるが，外部からの刺激を受け

取る能力は阻害されにくいことが示唆されている。

認知症の原因は，アルツハイマー症，レピー小体

症，脳血管障害の3病症で約90%を占めている（東

京都， 2015）。これらの認知症を完治させる薬剤は，

まだ開発されていない。認知症の症状には，脳の機

能障害によって，①「誰にでも起こる中核症状」と

②「個人の環境や性格などにより起こる行動・心理

症状（Behavi側 l釦dPsychological Symp加msof 

加 n回出：以下BPSD）」がある。特に，後者（BPSD)

では暴言やせん妄，不安や不穏のほか，気分が沈ん

でしまううつ状態など，ネガティヴな感情を伴うこ

とが多い（占部，2012）。BPSDは，個人の環境や性

格を起因とするため，息者個々によって症状が異な
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る。したがって，患者本人の困難はもとより，介護

者の介護負担を一層増加させる原因にもなってい

る（一宮・井形・尾飽・井形，却01；高橋・藤沢・佐

藤・佐藤， 2001)。特に暴言や暴力などについては，

介護者のストレスにもなっている O加gio,Scilley, 
出rdin,I机＆Yi田町，I蜘；中西，2011）。BPSDの状

態に対しては向精神薬を使用することがあり，その

際の副作用が問題をさらに深刻化させる場合があ

る（怪捺，2013）ロそのため，薬剤に代わる療法とし

て，症状の軽減や残存機能の維持の視点から，音楽

療法（師井・谷口・安永・大久保・阿跳2006；山口・

河野・梅垣， 2010）や回想法（回高・金川・天津・

佐藤・酒井・細川・高道・伊藤，2005）による働き

かけも行われている。しかし，これらの療法を行う

ためには専門の知識や準備が必要であるため，誰に

でも容易（手軽）に行うことはできない。わが国の

認知症高齢者の数は増加の一途をたどり，2025年に

は約700万人，65歳の5人に1人は認知症になると

推計されている （厚生労働省，2015a）。同時に，介

護職員が約38万人不足することも示されている（厚

生労働省， 2015b）。したがって，家族からのサポー

トが一層必要となると考えられる。そこで本稿では，

ポジティグ感情に着目して， BPSDが引き起こす問

題の軽減方法を考察した。ポジティヴ樹育は，ネガ

ティヴな感情をポジティヴなリラックスした感情

へ導き，気持ちを穏やかにすることが示唆されてい

る（門地・鈴木1998）。したがって，ポジティヴ感

情活性化のプログラムを認知症高齢者に対して実

指することで，認知症高齢者が，暴言やせん妄，不

安や不穏のほか，気分が沈んでしまううつ状態など

から解放され，担会との関係を保つことで笑顔と幸

福感のある生活を過ごすことが可能になるのでは

ないかと考える。

以上から，本稿では，認知症高齢者を，身憎枕

側面，心醐怜側面，祉会的な側面のそれぞれから

総針甘にサポートするために，誰にでも行えるポジ

ティヴ感情活性化のプログラム開発の可能性につ

いて論じる。第1に，ポジティヴ樹育に関する理論

に言及し，認知症高齢者に適用可能な方法を検討す

る。第2に，ポジティグ感情を活性化するためのプ

ログラムを提案する。

感情とは何か

感情とは何か。心理学辞典 （中島・安藤・子安・

坂野・繁桝・立花・箱田，2001) では「感情がどの

ようなものであるかは誰もが知っているが，その定

義を求められると誰もが答えられないといわれる。

これは感情の種類についても言えることで，何を基

本感情とみなすかということすら研究者間で意見

が一致していない」と示されている。基本感情とは，

喜び，不安，怒りなど，感情の基本になるものであ

る。基本感情が，結合・混合することで，さらに複

雑な感情として生起すると捉えられている（演・鈴

木・演，2001)。

このような感情に関する用語の定義も研究者に

より様々な意見がある。卒ヰ高では研究者間で概ね一

致している定義を次に述べる。感情に関する現象を

記述する用語として，感情(fi田ling)，情動（阻凶on),

気分（mood）がある（演他 2001；鈴木・門地・竹

原・手塚・森岡，2006）。

感情（feeling)は，持続1時間が数分から数日にわ

たり，広義には情感的，情緒的な側面を示す市醐拍旬

な用語である。狭義には何らかの車l般に対し生じる

快から不快の印象を伴う心的状態である（鈴木他，

2006）。情動（田d岨〕は，持続時聞は数秒から数

分で，急激に生じて短時間で終わる怒りや恐れなど

喜怒哀楽と呼ばれているものである。これは一時的

な強い感情であり，対象や原因が明確であることが

多い（演他2001）ロまた情動は，急激な行動や身体

反応を伴う（鈴木他2006）。気分出回d）は，数日

から銑眉間・数か月の比較的持続的かっ弱い感情状

態で，個人の気質などと関係があるとされている

（演他2001；鈴木他2006）。このように感情に関す

る用語は多岐にわたるが，本稿では，感情の強さや

持続性については言及せず，何らかの刺激に対し生

じる快から不快の印象を伴う心的状態を「感情jと

して，議論を進めていく。

次に，本稿で着目しているポジティヴ樹育に関す

る理論を概観する。
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ポジティヴ般情と作り笑い

ポジティヴ般情の定義

ポジティヴ感情の定義は，先に述べた感情の定義

と同様に一貫した知見に至っていない（大竹，2007）。

そこで，本稿では，研究者間で概ね一致している見

解を示す。

感情は，快から不快を示す軸と高覚醒（または活

性）から低覚醒（または不活性）を示す軸の2軸か

らなる 2次元において変化するとされている

(WI前回n& Tellegen, 1985）。その中でもポジティヴ

感情は，快の高覚醒（活気のある，など）と，快の

低覚醒（のんびりした，など）にあたるものである。

本稿では，これらの快の高覚醒及び低覚醒状態をポ

ジティグ感情と捉えて議論を進める。

ポジティヴ般情の諸理論

拡大・形成理論（broaden－唖『id-bui Id theory) 

拡大．形成理論（F叫 rickson,1998, 2001）とは，ポジ

ティヴ樹育を経験すると，それが引き金となって思

考明T動のレパートリーが広がり（拡大して），そ
のことによって個人の資源（身体的，知的，社会的，

心酎告なもの）が多く形成されるという理論である。

さらに，その拡大と形成の過程は人々を上向きの螺

旋的な成長に導くと考えられている。このプロセス

に終わりはなく，上向きのスパイラルは続くとされ

ている（大竹，2007）。

この行動の広がり，形成螺旋的変化のそれぞれ

については，次の研究から支持されている。ますマT
動の広がりについてである。 F田創出血＆Branigan. 

(2001）は，「喜び」，「満足」，「ニュートラル」，「恐

怖J，「怒り」の5つの感情を喚起させ，感情喚起後

に「私は。。をしたい」の空欄に思いつく言葉を記入

させる実験を行った。その結果，思いついた言葉の

レパートリーは，『喜び」，「満足」，「ニュートラル」，

「恐怖j，『怒り」の順番で多かった。すなわち，ポ

ジティグ感情の覚醒度が高い「喜び」だけでなく，

ポジティグ昼食情の覚醒度が低い「満足」においても，

ニュートラルやネガティヴ感情の「恐怖」や「怒り」

よりも思考のレパートリーが広がっていることが

Vol. 21 (201η 

示唆された。次に，形成については，知的資源の形

成に関する研究の中で，ポジティヴな感情状態の人

は課題の処週が早く，効率よく行うと報告されたこ

とにより支持されている (Bcy.血＆Bcyan, 1991）。最

後に，人の螺旋的変化と成長についてである。融in,

Fol凶皿，T悶basso,& Richards (1997）は，死別経験

者を対象とした研究を行い，死別後にポジティグ感

情を経験した人はポジティヴ感情を経験していな

い人に比べて，死別後の人生の目標などの立案がで

き，さらに1年後の追跡調査結果においてwell-be均

が高まっていたことを報告している。つまり，長期

的な影響については今後の課題ではあるが，この拡

大ー形成理論により，ポジティヴ感情の体験は，

well-beillgを促進することにつながっていくことが

主張されている（F開制也阻1,2003; Fredricks岨＆

Joiller, 2002）。

快楽随伴モデル快楽随伴モデル（恥野町＆

Petty, 1”4）とは，常にポジティヴな状態でいるた
めに，ヒトがその時点での感情状態や直面する課題

によって認知処理方略を変えるというものである。

このモデルによれば，ポジティヴな感情状態のとき

は，そのままの状態を維持しようとするため，認知

的な先日里を避ける。反対に，ネガティヴな樹育状態

にあるときは，ポジティヴな樹育になるよう，交躍

する課題に対して細かい部分まで注意を払い処理

を行う（精鍛化）。しかし，ポジティヴ感情状態で

も，ポジティグな樹育状態を継続することが確信さ

れている課題であれば，ネガティヴ樹育状態と同様

に課題を精微化して処理することが指摘されてい

る（We伊ner,Petty, & S凶也1995;1加 dley&Lassi町，

2002）。

元通り効果（undoi ng effect) ポジティ吠樹育

には，元通り効果 (Fredricks皿，Mancuso.，町田i伊，＆

百伊de,2000）という，ネガティヴ感情からの不安

な気分や，血圧などの充進を元に戻すという効果も

示されている。つまり，不安や不穏な感情や血圧の

充進も，ポジティグ感情によって元の状態に戻すこ

とが示唆されているのである。

この他に，ポジティヴ感情は疾病への影響

(Moskow民2003）や，ネガティヴな感情をポジテ
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ィグなリラックスした感情へ導き気持ちを穏やか

にする効果があること（門地・鈴木，1998），さらに

ポジティヴ感情が高いと社交的になること住凪国

&B値札2004）が示唆されている。

以上の通り，拡大形成理論によれば，ポジティヴ

感情を体験した場合，思考明子動が広がり，広がっ

た思考キサ子動から，健康や寿命などの身体的な資源，

レジリエンス（回復カヰ復元カ）など心理的な資源，

そして社交的になるなど社会的な資源が形成され，

最終的に well－凶砲を促進させることが示唆され

ている。すなわち，ポジティグ感情は認知症高齢者

を身体的な側面，心醐告な側面，祖会的な側面のそ

れぞれから総合的にサポートすることが出来ると

考えられる。また，快楽随伴モデルによれば，ヒト

はポジティグ感情を維持するため認知の方法を変

えていることが示されている。さらに元通り効果に

よれば，不安な気分や，血圧などを元の状態に戻す

ことが示された。以上より，ポジティヴ感情が，

BPSDにおける不安や不穏，気分が沈んでしまうう

つ状態など，ネガティグな感情を軽減させる可能性

が示された。

そこで次に，認知症高齢者のポジティグ感情を活

性化させる方法について検討していく。認知症高齢

者は，認知機能の低下から，笑芸などの話の内容を

理解して楽しむということが難しくなっていると

考えられる。このことは，認知症高齢者のポジティ

ヴ感情を活性化させるために，内発的な刺激が影響

しにくい可能性を示唆しているロしたがって，外発

的に直接笑顔の表情を作るアプローチが有効であ

ると考えられる。

面 nan& Friesen (1975工藤・松本・下村・市村

訳1987）は，外発的に笑顔の表情を作ることが感情

に対して影響を及ぼすことを指摘している。彼らは

顔面動作符号化システム（F叫凶 ActionCording 

Sys回：Fk臼）を用いて外発的に顔の筋肉を動かし

笑顔を強制的に作ることで，表情に関係する感情が

生起したことを報告しているロまた， Kleinke,

P蹴由民＆ Rut!叫 e(1998）も，実験参加者に笑顔

の写真と不快感や怒りを表す顔の写真を見せた上

で，写真と閉じ表情を意図的に表出させる群と，た

だ見せただけの群の聞では，感情状態に差が出たこ

とを報告している。この実験でも，意図的な笑顔を

作ることでポジティヴな感情が生起することが示

唆されている。

そこで，意図的な笑い，つまり作り笑いを用いた

プログラムの開発を検討する。

作り笑いの働き

Foley,M紺田島＆Schaef討。瓜)2）は，ユーモアな

どの内発的な束I般を与えずに， 24～43歳までの 17

名の学生に1分間止まらずに作り笑いをさせた。そ

の結果，作り笑いをする前と比較して，作り笑いを

した後では有意にポジティヴ感情が高くなってい

たことを報告している。

Neuhoff & Schae伽 (2飢)2）は， 21～43歳までの
22名全員（18名は大学院生， 4名は地域の人）に，

60秒間満面の笑み（声無し） ' 60秒間作った大笑

い， 60秒間自然な峡笑伏笑い）をさせた。その結

果，作った大笑いと，満面の笑みでは，有意にポジ

ティヴな気分が示され，満面の笑みより作った大笑

いが有意に気分を向上させたことが分かった。

伊丹（1”9）は実験参加者の6名に対して，作っ
た笑顔を2時間，時々鏡で自分の笑顔を確かめなが

ら続けてもらった。その結果， 6名中4名に明らか

なNK活性2；が見られた。 NK活性が低下した残りの

2名はもともと基準値以上に活性をしていた人で，1

名は正常範囲内へ，もう 1名は正常範囲の方向ベ民

下していたロ

以上より，作り笑いによってポジティヴ感情を活

性化させることが可能であると考えられる。さらに，

上述の伊丹（1”9）の研究から，作り笑いは免疫力
など生理的な指標にも影響を及ぼす可能性がある

ことが分かった。

ポジティヴ密情活性化のための理論

前項では，ポジティヴ感情活性化に際し，作り笑

いが効果的であることを述べ尤次に，認知症高齢

2 NK活性のNK／：：は， n油田lkillerの略語である。ナチュラル
キラー細胞は，癌制包などの標的細胞を認識し破壊する。自然
免疫力の評価に用いられるもので，その細胞が滑性化すること
である。
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者においてより効果的にポジティヴ感情を活性化

させるために応用可能な理論を示す。

尉育活性化の理論

顔面フィードパック仮説顔面フィードパック

仮説（Tc回出ns,1962, 1963）とは，顔の表情が感情

を生み出す源であるとする理論である。顔面の生得

的な反応パターン（喜怒哀楽など）により特定の感

情体験が起こることを仮定している。T目盛田（1962,

1963) は， 6種類G興味・興奮，愉快・喜び，驚き・
勲等，苦痛・苦悶，怒り・憤怒，恐怖・怯え）の顔

面パターンが，感情に影響を及ぼすと主張している。

顔面フィードパック仮説は，常にその現象が観察

されるわけではないことも報告されている（Laird,

Ahbozak, Dav；血is,Deignan, Fontanella, Hong, Levy, & 

P叫h醐，1994）。しかし，現在までの検証において，

表情の変化が感情に影響することは，概ね合意に達

している（市川，2007）。

情動伝染情動伝染（H姐 .eld,白血oppo,&Ra伊on,

1992, 1”4）とは，他者と同じ感情体験を，本人が
意図せず体験し樹育を共有する現象のことである。

友人が悲しい話をして涙を流していると，思わずも

らい泣きをし，反対に大笑いをしている人々につら

れて，なんだかおかしくなってニヤニヤしていたと

いう経験があるだろう。このような現象を情動伝染

という。情動伝染には，①瞬時に起きる即時性，

②無意識に起こる無自覚性，③どこでも生起する

遍在性という 3種類があることが指摘されている。

また，情動伝染は乳幼児期にも見られる（出盛田n,

1987）ことから， E加五eldet al. (1”2, 1994）は，情
動伝染は生得的なものであると主張しているロまた，

人聞は他者の笑顔を見ることで笑顔を作ること

(Hess&Bla句，2001）も報告されている。

情動伝染と認知症患者との関係について， Sturm,

Yo~σyarna, Seeley, Kramer, Miller, & R融担 (2013)

は対人反応性指標 (In阻開sona!R周 Z副司yh血：以

下回）を用いて情動伝染の測定を行い，健常な人

に比べ軽度認知障害（阻d白伊錨velm同盟副：以

下Mα）のほうが情動伝染の得点が高く， MCIより

さらにアルツハイマー型認知庖患者のほうが，情動

Vol. 21 (201η 

伝染の得点が高かったことを報告している。

一方で，健常な高齢者でも加齢により表情表出が

低下している可能性があることも指摘されている

（中村・増谷，2001)。実際，高齢者の笑いの表情の

研究では，加齢により笑いの表出の強度が非常に弱

いものであったことが報告されている（宇良・矢冨，

1997）。

高齢者キ認知症高齢者では，内面では生得的であ

る情動伝染が生起していても，表情表出ができない

可能性がある。ポジティグ感情の活性化のプログラ

ムを開発していく際には，表情筋を動かす準備運動

のようなものが必要となるだろう。

ポジティヴ愈情活性による副次的効果

ポジティヴ感情を活性化することは，その一時点

の効果のみではなく，副次的な効果も期待できる。

気分一致効果気分一致効果 (Bower,Gi血伊，＆

M目白加，1981;Fo明 s& Bower, 1987）とは，特定の

ヴェイレンス（｛感情価）が喚起された時，同じグェ

イレンスを持つ情報の記憶や再生，認知処理が促進

される現象である。 Boweret al (1981)は，実験参

加者にポジティヴな状態かネガティヴな状態のど

ちらかに催眠をかけた後，ある物語を読ませたロ後

日，物語の内容を再生してもらうと，ポジティグな

状態にあった実験参加者はポジティヴな内容を，ネ

ガティヴな状態にあった実験参加者はネガティヴ

な内容を，それぞれ多く再生したことを報告してい

る。この結果より，ポジティグな感情の時にはポジ

ティグな処理が，ネガティヴな感情の時にはネガテ

イヴ、な処理が選択されていることが示唆されてい

る。

感情シグナル説感情シグナル税（Schwan,1990) 

では，感情をシグナル（情報）として捉える。そし

て，ヒトはその時感じている感情から周囲の環境や

状況に情報を付与する。それにより，状況への対処

方法に影響を与えるとしている。たとえば，ポジテ

イヴな感情状態は，周囲の状況に対し，安全という

情報を付与する。すると，状況への対処方法は，細

かなことを考えることなく自動的な認知処理が行

われる（北村・木杭2009）ロその場合，状況への対
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処に要する認知資源は少なく済み，結果として多く

の認知資源が残り，その資源を使うことで自由で柔

軟な発想が可能になると考えられている（北村・木

村，2似ゆ）。反対に，ネガティヴな感情状態は，周囲

の状況が安全ではないという情報を付与する。する

と，状況の変容が動機づけられ，システマティック

な方法で状況への対処が行われる。この場合は対処

に要する認知資源は多く使われ，柔軟な発想は得ら

れにくいと考えられている（北村・木村，2009）。

感情ネットワークモデル感情ネットワークモ

デル (Bow町 1981,1992）は，ヒトの記憶のネット

ワークモデルの中に感情を取り入れ，感情と出来事，

行動，自律神経系反応など，それぞれの聞には結び

つきがあると仮定する理論である。例えば喜びの情

報が入ると，喜びを構成している他の項目；が滑性化

し，他の喜び情報にもリンクしやすくなる。また，

喜びと悲しみなど性質が反対のヴェイレンス聞で

は，それぞれ抑制効果があると示されている。しか

しながら，特にネガティヴな感情状態にあるときに

は知ト致効果が見られないことが報告され (Isen,

1984, 1987；伊藤， 2000），グェイレンスの非対物牲

が示唆されている。このことカもネガティヴ樹育

とポジティグ感情は単純に表裏の関係ではない可

能性がある。しかし，その関係の詳細は，まだ明ら

かにされていない働木他2006）ロ

以上より，気分一致効果や感情シグナル説，感情

ネットワークモデルによれば，生体内でのポジティ

ヴ感情が活性化されると，さらにポジティヴ樹育に

アクセスしやすくなっていくことが示唆された。こ

れらの理論に基づいて，認知症高齢者のポジティヴ

感情を活性化することが有効であると考える。

ポジティヴ樹育剖主化プログラムの可能性

前項では認知症高齢者において，効果的にポジテ

イグ感情を活性化させるための理論を概観した。以

下では，それらの理論に基づき，作り笑いを刺激と

したポジティグ感情活性化プログラムの内容を，よ

り具体的に検討する。

ここでは，他者の笑顔を見ることで笑顔が表出さ

れる但悶＆Bia勾，2001)凸、う先行研究を参考に，

プログラム提供者が認知症高齢者と一緒に作り笑

いを行うというアプローチを用いる。彼女らの研究

より，プログラム提供者が笑顔を向けることで，認

知症高齢者も同じように笑顔を作りやすくなると

推察される。その際，高齢者自身の周囲への無関心

（永友他 1998）が懸念されるが，外界からの刺激

に対する感受性は阻害されていないことも多い 0*
友他 1998）ことから，名前の呼びかけや，日と日

を合わせ，対象とする認知症高齢者に自分への刺激

であることがはっきり分かるようにすることで対

処可能と考える。自分への車I臓であることに気づく

と，認知症高齢者はプログラム提供者の笑顔を見る

ことで自分も笑顔を表出することが推察される。こ

の際，顔面フィードパック仮説に基づくと，作った

笑顔は，認知症高齢者自身の喜び感情（ポジティヴ

感情）を活性化させる。さらに，笑顔に加えて笑い

声を出すことで，それが外的刺激となり生体にフィ

ードパックされ，より一層ポジティヴ感情が促進さ

れる。同時に情動伝染からも，他者の笑顔からポジ

ティグ劇部主席I撤される。

以上から，プログラム提供者が笑顔を向け，とも

に声を出して作り笑いを繰り返し行うことで，微笑

み合うような社会的な関わりを維持または回復さ

せる可能性が考えられる。

さらに気分一致効果の理論に基づけば，このよう

なポジティヴ感情状態にあるヒトは，ポジティヴな

記憶を再生しやすくなることが期待できる。感情ネ

ットワークモデルの理論からは，ポジティヴな感情

状態であることで，ネガティヴな感情が抑制され，

ポジティヴな出来事にアクセスしやすくなると考

えられる。さら同惑情シグナル説によれば，ポジテ

ィヴ感情状態にあることで現状が安全な場である

と貴轍されるため，少ない認知資源で状況に対処で

き，残りの認知資源で周囲の様々なものに注意を向

けることが可能になると推察された。

したがって，作り笑いを用いたポジティヴ感情活

性化プログラムは，認知症高齢者のポジティヴ樹育

を活性化させるために有効であると考える。
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急増する認知症高齢者を身榊旬な側面，心理的な

側面，社会的な側面のそれぞれから総合的にサポー

トをする方法のひとつとして，感情の理論に基づい

たポジティグ感情活性化プログラム開発を検討す

ることを目的とし，感情に関する研究を概観してき

た。その結果，ポジティグ感情の機能として，ヒト

が前向きになり周囲への関心を広げることが示さ

れていた（拡大ー形成理論）。また，ヒトはポジティ

ヴ感情を維持しようと無意識に認知の方法を変え

ていることも示された（快楽随伴モデル）。さらに

ポジティ抗感情には，身体的には血圧の充進を元に

戻すなどの機能（元通り効果），心理的にはネガテ

ィグな感情を平静に戻そうとする機能（元通り効

果），担会的には社交的になる機能（拡大ー形成理論）

があることが示唆された。したがって認知症高齢者

においてポジティヴ樹育を活性化することは，ただ

笑顔になる，というだけでなく，狭くなりがちな思

考や行動を広げるという変容の可能性があること

も推察される。こうしたことからも，無気力や気分

が沈みがちな認知症高齢者において，ポジティグな

感情を活性化することは有効であると考えられた。

そこで本稿では，生得的に働く情動伝染や顔面フ

ィードパック仮説に基づき，プログラム提供者が認

知症高齢者と一緒に作り笑いを行うというアプロ

ーチについて検討した。また，ポジティグ感情が生

起することで，判断や思考が肯定的に働くようにな

ること（気ヨト致効果）や，楽しい記憶などに繋が

りやすくなること（樹育ネットワークモデル）が指

摘されていることから，こうしたプログラムを用い

てポジティヴ感情を活性化させることは，その場限

りでなく，認知症高齢者の日々の生活にも影響する

可能性がある。

ただいポジティヴ感情活性化のプログラムの実

現に向け，さらに考慮すべき課題が存在している。

それを以下で述べる。

第1に，作り笑いによりポジティヴ感情を情性化

させる先行研究では，作り笑いの笑い声について，

声を出しているか否かの記載はあった (N，目盛off&

Vol. 21 (201η 

Sぬaefer,2002）が，その笑い声が，どのような声で

あるのかについての詳細な説明はほとんどされて

いなかった。しかし，感情は，視覚的な刺激だけで

はなく，五感の全てに対する刺激が関与している

（鈴木他訓l6）。したがって，どのような声を出し

て作り笑いをするかは，重要な点になると推察され

る。 T置略a,Ko包umi,Imai，団E四鰯u,I面mnoto,& 

Geld町。010）は，情動を認知する敏感さには文化
差があることを報告している。オランダ人は日本人

より表情に敏感で，日本人はオランダ人より声に敏

感であることが示されている。このことは，日本人

を対象とした作り笑いの研究だけでなく，プログラ

ムの実施に際し，どのような声を用いるか，意識を

することが必要である。また，笑い声については，

志水・郡・角辻（1993）は笑い声を音響分析（スペ

クトログラム）から，快の笑いでは『ヒーッハハハ

ハ」と『ハハハ」が高いピッチで続き，不快の笑い

は「ハハハハ」のみで，始めの『ヒーッ」が無くピ

ッチに関係が無いことを示している。芳賀 (2005)

は， CGキャラクターの感情音声を合成する研究で，

自然に聞こえる笑いは，ヒーッチが高く（高い声に聞

こえる）haのタイミングが早い声であると報告して

いる。これらから，作り笑いの笑い声を表出させる

際には，声のヒ。ッチが高く haのタイミングが早い

声を出してもらうことを心がける必要があると考

える。その結果，聴覚からも自分の快の笑い声が聞

こえ，よりポジティヴ感情を刺激することが可能と

なると考えられる。

第2に，作り笑いを表出した後の陶惑情の覚醒度

について述べる。これまでの研究では，覚醒度の設

定はほとんど行われていなかった。すなわち，様々

な覚醒度のポジティヴ感情を区別せずに研究が行

われてきたことから，条件が各研究で異なっていた

可能性がある。今後は，快の高覚醒（活気のある，

など）と快の低覚醒（のんびりした，など）を区別

して研究を進めていく必要があると考える。そして

これらを踏まえた上で，プログラムとして期すする

笑いの強度ヰ場壊について，効果的で適切なものを，

明らかにしていく必要がある。

第3に，本稿では，ネガティヴな樹育傾向にある
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